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１　ゴロッケー〔ＧＯＲＯＫＫＥ〕について
　　クロッケー用具を用いてゴルフの楽しさを味わうスポーツとして昭和48年に考案し、昭和49年に第１回の大会を開きました。

　　この種のスポーツはどこの町でも考えられることを予想し、ネーミングにユニークさを出しました。

　　ゴロッケーは広島町（現、北広島市）で生まれたコミニュティスポーツです。公園で広場で空地で老若男女が楽しみながら健康な心と体を養うことのできるスポーツです。
    また、体育館など屋内施設で行う場合は、室内専用の用具を用い室内ゴロッケーとして楽しめます。

　　正しいマナー・ルールで安全で危険のない健康づくりのスポーツを楽しみましょう。

２　ゴロッケー用具
　①　ボール～ プラスチック製（直径8㎝）

　②　マレー～ 木づち　ボールを打つ用具

　③　カップ～ （直径15㎝）屋内は専用台座使用
　④　カップピン～ ホールを表示するもの
　⑤　スコアカード～ 記録用紙（鉛筆）

　⑥　スタートマット～ 各ホール第１打目スタート

位置に設置（３０㎝×３０㎝程度のもの）
３．用具使用上の注意
　①　用具は大切に使いましょう・・・・・

　　　マレーは木製です。乱暴な取扱いをすると破損しますので、初めて使用する人には、実演を見せるなど取扱い上の注意を十分に行いましょう。
　②　使用前に用具の点検を・・・・・

　　　特に、マレーのネジ込み部分がゆるんでいないか必ず確認しましょう。

　③　周りへの注意を忘れずに・・・・・

　　　競技者は、周囲に注意し、人がいないことを確認してプレーするようにしましょう。大会等においては、主催者の責任においてこれらの諸注意を周知・徹底させましょう。
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４　ゴロッケーのエチケットマナー
　①　服装は軽快に靴は運動靴を用いましょう。
　②　ボールを打とうとする姿勢に入った時、同伴者は声を出したり動いたりしないようにしましょう。

　③　プレーヤーは自分のプレーが終わったら次のプレーヤーの妨げにならぬ位置に移動しましょう。

　④　４人のメンバー全員がそのホールを終了した場合は、次のスタート位置に速やかに移動しましょう。
　⑤　競技中のトラブルは、審判長又はマーカーの確認のもとに行いましょう。
　⑥　公共施設を大切にする心を持ちましょう。
［基本ルール］

　⑦　スタートホールは、指定されたホールからとなります。

　⑧　打順はスタート時にジャンケン若しくはゼッケン番号順で決める。以後のホールは、最初に決めた順番でホールごとにくり上げる。

　　　打順を間違えた場合は、次の打順から正規の順番で再開する。（打数加算なし）

　⑨　最初の打者（オナー）は、前の組がホールアウトするまでボールを打たないようにしましょう。
⑩　自分のボールが確認できるようにマジック等で表示し、スタートの時にプレーヤー同士で確認しましょう。

　　（誤球の回避対策：誤球の場合は１打加算）

⑪　プレーヤーは、前後左右の安全に注意を払いましょう。

⑫　マレーは、腰より上に振り上げないこと。

⑬　４名１組で回り、スコアカードは全員が持ち、４名で確認しホールごとに打数を記入しましょう。大会等で１８ホールを２回まわる場合には、最初の１８ホールの記入を終えてから、次の１８ホールを記入しましょう。

⑭　大会等でスコアが同数の場合、優勝者の決定については指定ホールでプレーオフを行い、決着がつかなければ指定ホールでのニアピンで決着する。２位以下の場合は、指定ホールでのニアピンで決着します。
　　ただし、大会ハンディがある場合は、優勝者の決定を除きハンディ者を上位とする。
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５　ゴロッケー競技規則
［プレーに関する規則］

　①　コースは９ないし１８ホールを原則としホールの直径は１５㎝を原則とする。

　②　用具は教育委員会指定のものを使用する。（クロッケー用のマレー）
　　　用具の破損のため、打球面以外への補強は認める。ただし、補強は、塩ビやビニールテープ等で行い、金属類は認めない。（室内競技にあっては、床面保護のため打球面を専用のゴムで覆うこと）

　③　ゴロッケーは１本のマレーでスタート位置から打ち始め、カップインするまでの最少の打数を競う。ただし、６打で打ち切りとし、カップに入らない場合は、１打をプラスして７とスコアカードに記入する。

　④　競技中にマレーが使用できなくなった時は、審判長又はマーカーに申告し、同伴者に借りるか新たなマレーで競技を続行しましょう。

　⑤　プレーヤーは打球が有利になるように手や足で触れたり、マレーで動かしたりしないこと。ラフに入った場合は、ボールの周囲の草を抜いたり、踏みつけたりしてコースを工作しないこと。
　⑥　ボールとボールがぶつかり、打者以外のボールがカップに入った場合も有効（ラッキーボール）
とする。この場合は自分の打った打数で記入する。

　⑦　競技中プレーヤーは、打撃の練習をしない。

　⑧　ＯＢの場合は、１打罰とする。その場合、ボールがＯＢに出た位置を確認し、両サイドのＯＢ杭の線上（ＯＢライン）からワンマレー（マレーの長さ１本分）以内、カップに近づかない位置に移動してからプレーを続行する。
　⑨　ボールに自分の手足やマレーが触れた場合は、１打罰とする。ただし、空振りは打数に入れない。

　⑩　他人のボールを打った場合は、１打罰とし、他人のボールは、競技者（２名以上）の確認により元の位置に戻し、あらためて自分のボールを打ち直す。

　⑪　静止しているボールに他人が誤って触れ、ボールが移動した場合競技者間の確認により元の位置に戻す（無罰打）
　⑫　自分の打ったボールが動いている内に故意に止めたり、打ったりはできない。この場合は１打罰とする。
　⑬　樹木や固定物等があって打てない時は、打撃不振宣言をして、１打加算する。ボールの移動は、マレーの長さ１本分でカップに近づかない位置とする。
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　⑭　カップインとは、ボールがカップ内に静止した状態をいう。

　⑮　コース内に犬、猫などの動物が侵入し、ボールが当たった時は、コース上の障害物として処理し、そのままプレーを続行する（打数加算なし）。
　⑯　コース内にあるマンホールの蓋や集水マス等にボールが乗った場合、マレーの損傷を防ぐため、同伴者の同意を得て無罰で救済を受けることができる。この場合、ボールの移動は障害物を避け、カップに近づかない位置とする。

　⑰　大会前に降った豪雨等により、コース内の一部に水がたまり使用に支障のある場合には、競技開始前に大会関係者が協議をし、使用コースの扱いについて決定し、周知する。

　⑱　スコアは、各自のカードに記入し確認し合うこと。少なく申告した時、あるいは、記入もれはその競技者の失格とする。

　⑲　スコアカードの記入は、算用数字（３・４・５など）とし、９ホールごとに小計し、終了後には合計を記入する。

　⑳　大会等のスコアカードの提出は、その組にマーカー（１名）を設け、個人の申告により、記入したものを提出する。
６　競技の基本ルール
①　ストロークプレー

　　　１ラウンド又は所定のラウンドを最小の打数で入れる。
　②　マッチプレー

　　　各ホールごとに勝負を決める。そのホールで少ない打数で入れた方が勝ちとなる。

　③　ペアマッチ

　　　２人対２人で対抗して各１個のボールを交互に打ちプレーする。

　④　フォアボールマッチ（フォアボールストローク）

　　　２人対２人が対抗して各自のボールをプレーし各ホールごとに各チームのベストスコアをとって行うマッチプレー。又はストロークプレー。

　⑤　対抗戦（団体）

　　　各チーム４名ずつ（６～８名）のストロークプレーでその総合打数で勝負する。
　　　（北広島選手権大会では５名の総合打数）
⑥　その他

　　　いろいろな状況において、工夫してできるスポーツです。
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７　だれにでも出来るコース作り
　①　コースの設定

　　１）ゴロッケーのホールは、実施会場の大きさに合わせて自由にセットできるのが特徴です。

　　２）長いホール、短いホールを作るほか、会場の起伏を上手に利用することも、ゴロッケーを楽

しくするコツです。

　　３）小・中・高校生・女性・高齢者など、参加者を考えたコースをセットすることが大切です。（対象者に合った難易度をつける）

　②　ホールの作り方

　　１）一つのホールの距離は、一般的には７ｍ～２０ｍ位でセットします。
２）コースの各ホールは、ショートで約７ｍ位（４ケ所）、ミドル約１２～１３ｍ位（１０ケ所）、

ロング約２０ｍ位（４ケ所）を基準として、会場の広さに合わせコースを設計しましょう。
　　３）カップの作り方は、直径１５㎝（塩ビ管）、深さ１５㎝の穴を掘って地面から少し下げてセッ
トします。
８　コースセットの留意点

　①　各ホールのスタート地点やホールがわかるようにセットする。（１番から１８番を順番に番号表示
し、スタート地点には、スタートマットを設置する。また、ホールのうしろ約０．５ｍに表示番号

を設置する）

　②　ホール前後のつながりをよくすること。ホール間に充分な空間を取ること。

　③　競技中に他のホールのプレーヤーが障害にならぬように、安全面も考慮した余裕あるホールづく

りを心がけましょう。
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９　市内常設コース
○　総合体育館コース　１８Ｈ

　　適度に変化がありゴロッケーの醍醐味を味わえるコース

○　中央公民館コース　１３Ｈ

　　ゴロッケー誕生地。市内で最初にできたモデルコース。

○　北広公園コース　１８Ｈ

　　街の中のオアシス緑にあふれた樹木の中のコース。

○　南町公園コース　１８Ｈ

　　各ホールがバラエティに富んでいる。ゴロッケーの楽しさを味わえるコース。

○　竹葉公園コース　１８Ｈ

　　傾斜を利用したスリルに富んだ市内きっての難コース。
○　輪厚コース　１２Ｈ

　　旧西部小学校の東側、国道３６号が見える土のコース。

○　大曲公園コース　１８Ｈ

　　公園を一周するアップダウンに富んだ幅の狭いコース。

○　西の里コース　１０Ｈ

　　全ホールが固い地面で平坦なため、球足が速いのが特徴のコース。
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